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会議の顛末

本会議（６月１７日）

議長（山根政彦）

おはようございます。

ただいまの出席議員数は１０人です。

定足数に達していますので、これより本日

の会議を開きます。

議事日程の報告

本日の議事日程は、お手元に配布のとおり

です。

日程第１

議案第３２号 専決処分の承認について、専

決第４号 令和３年度若桜町一般会計補正予

算（第７号）を議題とします。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第３２号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり承認することにご異

議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第３２号は原案のとおり

承認されました。

日程第２

議案第３３号 専決処分の承認について、専

決第５号 令和３年度若桜町公共下水道事業

特別会計補正予算（第１号）を議題とします。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第３３号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり承認することにご異

議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第３３号は原案のとおり

承認されました。

日程第３

議案第３４号 令和４年度若桜町一般会計

補正予算（第２号）を議題とします。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第３４号を採決します。お

諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第３４号は原案のとおり

可決されました。

日程第４

議案第３５号 令和４年度若桜町簡易水道

事業特別会計補正予算（第１号）を議題とし

ます。



これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第３５号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第３５号は原案のとおり

可決されました。

日程第５

議案第３６号 令和４年度若桜町農業集落

排水事業特別会計補正予算（第１号）を議題

とします。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第３６号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第３６号は原案のとおり

可決されました。

日程第６

議案第３７号 若桜町課設置条例の一部改

正について、を議題とします。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第３７号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第３７号は原案のとおり

可決されました。

日程第７

議案第３８号 若桜町の議会議員及び長の

選挙における選挙運動の町費負担に関する条

例の一部改正について、を議題とします。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第３８号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）



異議なしと認めます。

したがって、議案第３８号は原案のとおり

可決されました。

日程第８

議案第３９号 若桜町使用料徴収条例の一

部改正について、を議題とします。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第３９号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第３９号は原案のとおり

可決されました。

日程第９

議案第４０号 若桜町ふれあい広場の設置

及び管理に関する条例の一部改正について、

を議題とします。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第４０号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第４０号は原案のとおり

可決されました。

日程第１０

議案第４１号 第１０次若桜町総合計画の

策定について、を議題とします。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第４１号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第４１号は原案のとおり

可決されました。

日程第１１

議案第４２号 若桜町総合整備計画の策定

について、を議題とします。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。



議案第４２号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第４２号は原案のとおり

可決されました。

日程第１２

議案第４３号 損害賠償の額を定めること

について、を議題とします。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第４３号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第４３号は原案のとおり

可決されました。

日程第１３

議案第４４号 損害賠償の額を定めること

について、を議題とします。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第４４号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第４４号は原案のとおり

可決されました。

日程第１４

議案第４５号 損害賠償の額を定めること

について、を議題とします。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第４５号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第４５号は原案のとおり

可決されました。

暫時休憩します。

（追加日程配布）

議長（山根政彦）

休憩前に引き続き、会議を再開します。

ただいま、町長から議案第４６号が提出さ

れました。

これを日程に追加し、追加日程第１として



議題にしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

議案第４６号を日程に追加し、追加日程第

１として議題とすることに決定しました。

追加日程第１

議案第４６号 工事請負契約の締結につい

て、を議題とします。

提案理由の説明を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

それでは、ただいま議題となりました議案

につきまして、提案理由をご説明いたします。

議案第４６号 工事請負契約の締結につい

て、でございますが、これは、工事請負契約

を締結するについて、地方自治法第９６条第

１項及び議会の議決に付すべき契約及び財産

の取得又は処分に関する条例第２条の規定に

より、次のとおり本議会の議決をお願いする

ものであります。

その内容は１、工事名、Ｒ４若桜簡易水道

（若桜・赤松地区）統合 新配水池築造工事（そ

の２）。２、工事場所、八頭郡若桜町大字若桜。

３、契約の相手方、八頭郡若桜町大字若桜１

１１１番地５、中一建設株式会社 代表取締役

中尾仁。４、契約金額、金７２,３８０,００

０円。５、契約の方法、指名競争入札。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（山根政彦）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

暫時休憩します。

  午前 ９時４９分  休 憩

  （全員協議室において詳細説明）

午前１０時０８分  再 開

議長（山根政彦）

休憩前に引き続き、会議を再開します。

議案第４６号 工事請負契約の締結につい

て、を議題とします。

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議案第４６号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか、

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議案第４６号は原案のとおり

可決されました。

日程第１０号

陳情第３号 陳情書、女性トイレの維持及び

その安心安全の確保についての陳情、陳情第

４号 国の「水田活用直接支払交付金」の見直

しの白紙撤回を求める陳情、陳情第５号 国民

の祝日「海の日」を７月２０日に固定化する

意見書の提出を求める陳情、陳情第６号 融雪

装置設置のお願いに関する陳情書、陳情第７

号 沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を

求める意見書の提出を求める陳情、請願第８

号日本政府に核兵器禁止条約の批准を求める

意見書の提出を求める請願、陳情第９号 地方

財政の充実・強化を求める陳情、陳情第１０

号 消費税インボイス制度の実施中止を求め

る陳情を一括して議題とします。

常任委員長の報告を求めます。



総務産業教育民生常任委員長、山本晴隆議

員。

総務産業教育民生常任委員長（山本晴隆）

若桜町議会報告第８号 総務産業教育民生

常任委員会審査報告。

１、付託案件の名称、陳情第３号 陳情書 女

性トイレの維持及びその安心安全の確保につ

いての陳情。２、審査の経過、令和４年６月

１４日の本会議において、当委員会に付託さ

れた上記案件を審査するため、同日に委員会

を開催し、慎重に審査を行ったので結果を次

のとおり報告します。３、審査の結果、当委

員会に付託された陳情第３号は、不採択とす

べきものと決定しました。

引き続き行います。若桜町議会報告第９号

総務産業教育民生常任委員会審査報告。

１、付託案件の名称、陳情第４号国の「水

田活用直接支払交付金」の見直しの白紙撤回

を求める陳情。２、審査の経過は同じなので

割愛させていただきます。３、審査の結果、

当委員会に付託された陳情第４号は、不採択

とすべきものと決定しました。

若桜町議会報告第１０号 総務産業教育民

生常任委員会審査報告。

１、付託案件の名称、陳情第５号国民の休

日「海の日」を７月２０日に固定化する意見

書の提出を求める陳情。２番は同じく割愛さ

せていただきます。３、審査の結果、当委員

会に付託された陳情第５号は、不採択すべき

ものと決定しました。

若桜町議会報告第１１号 総務産業教育民

生常任委員会審査報告。

１、付託案件の名称、陳情第６号 融雪装置

設置のお願いに関する陳情、２番は割愛させ

ていただきます。３、主なる意見、行政とし

て対象路線のみならず、町内全域の除雪対策

の実態や必要性などを十分に把握し、諸条件

を調査した上で、優先順位なども考慮しなが

ら検討していく必要がある。４、審査の結果、

当委員会に付託された陳情第６号は、採択す

べきものと決定いたしました。

若桜町議会報告第１２号 総務産業教育民

生常任委員会審査報告。

１、付託案件の名称、陳情第７号 沖縄を「捨

て石」にしない安全保障政策を求める意見書

の提出を求める陳情、２は割愛させていただ

きます。３、審査の結果、当委員会に付託さ

れた陳情第７号は、不採択とすべきものと決

定しました。

若桜町議会報告第１３号 総務産業教育民

生常任委員会審査報告。

１、付託案件の名称、請願第８号 日本政府

核兵器禁止条約の批准を求める意見書の提出

を求める請願。２、審査の経過は割愛させて

いただきます。３、審査の結果、当委員会に

付託された請願第８号は、不採択すべきもの

と決定しました。

若桜町議会報告第１４号 総務産業教育民

生常任委員会報告。

１、付託案件の名称、陳情第９号 地方財政

の充実・強化を求める陳情、２は割愛させて

いただきます。３、審査の結果、当委員会に

付託された陳情第９号は、採択すべきものと

決定しました。

若桜町議会報告第１５号 総務産業教育民

生常任委員会審査報告。

１、付託案件の名称、陳情第１０号 消費税

インボイス制度の実施中止を求める陳情。２

番は割愛します。３、審査の結果、当委員会

に付託された陳情第１０号は、不採択すべき

ものと決定しました。以上です。

議長（山根政彦）

ただいま、常任委員長から報告がありまし

た。

これより討論に入ります。

討論は、区分して行います。

陳情第３号 陳情書、女性トイレの維持及び

その安心安全の確保についての陳情、につい



て討論はありませんか。

議員（前住孝行）

はい。議長。５番前住。原案賛成。

議長（山根政彦）

原案賛成の方の発言を許します。前住孝行

議員。

議員（前住孝行）

若桜町議会報告第８号 陳情第３号 陳情書、

女性トイレの維持及びその安心安全の確保に

ついての陳情について、原案賛成の立場で討

論いたします。

トイレでの犯罪がニユース等で報道される

たびに、被害に遭われた方の心情を考えると

言葉も出ません。子どもを持つ親としては、

日々心配になります。こういった被害をなく

すために行動をしていくこそが、議員の役割

だと考えます。弱い立場の人のために政治は

ある、まさにそのとおりであります。犯罪の

起きない世の中になることを祈念し、原案に

賛成いたします。

議長（山根政彦）

ほかに、討論はありませんか。

（討論なし）

これをもって、討論を終結します。

陳情第３号を採決します。

この採決は起立によって行います。

陳情第３号を、委員長の報告のとおり不採

択とすることに賛成の方は、ご起立願います。

（起立多数）

起立多数です。

したがって、陳情第３号は不採択とするこ

とに決定しました。

次に、陳情第４号 国の「水田活用直接支払

交付金」の見直しの白紙撤回を求める陳情に

ついて、討論はありませんか。

議員（中尾理明）

はい。１番中尾。賛成討論。

議長（山根政彦）

原案賛成の方の発言を許します。中尾理明

議員。

議員（中尾理明）

陳情第４号の賛成討論を行います。農林水

産省は、昨年１１月、水田活用直接交付金の

見直し案を提示し、今年に入り農業現場に何

の説明もないまま農家に見直し案を通知して

きました。

水路や畔があっても２０２２年から５年間

水張り、水稲作付が行われない農地は交付金

の対象外とするなど、国の施策として、米の

減反と一体で施策を奨励する支えとなってき

た交付金を、大幅に削減する内容であり、農

家の皆さんに大きな怒りと混乱を及ぼしてい

ます。

若桜町でも影響は少なくないと思いますが、

全国的に転作に応じ、交付金に適合する転作

作物の増産に取り組む農家への打撃となるの

は火を見るよりも明らかです。この交付金見

直しは、生産者の農業意欲を喪失させ、技能

と耕作放棄を促進するものとなりかねません。

これまでも世界では食糧危機が問題となっ

てまいりましたが、今、ロシアによるウクラ

イナ侵略によって、麦やトウモロコシなどの

流通は阻まれるとともに価格高騰も加わり、

危機が加速しています。

よそごとではなく日本も食料自給率が

37％と低い水準のままであり、外国に頼らず

自国生産物の生産消費の大幅拡大が今ほど求

められているときはないのではないでしょう

か。にもかかわらず、農家が２年連続の米価

暴落で苦しんでいる中にあって、このたびの

交付金見直しは、農家経営改善に冷や水を浴

びせるものです。

私は、農水省は水田活用直接交付金の見直



しを撤回し、農家の皆さんに寄り添った農政

となるよう力を尽くすことを望むものです。

以上で、この陳情に対する賛成討論を終わ

ります。

議長（山根政彦）

ほかに、討論はありませんか。

（討論なし）

これをもって討論を終結します。

（前住・山本安・森田議員退場）

陳情第４号を採決します。

この採決は、起立によって行います。

陳情第４号は、委員長の報告のとおり不採

択とすることに賛成の方は、ご起立願います。

（起立多数）

起立多数です。

したがって、陳情第４号は不採択とするこ

とに決定しました。

（前住・山本安・森田議員入場）

次に、陳情第５号 国民の祝日「海の日」を

７月２０日に固定化する意見書の提出を求め

る陳情について、討論はありませんか。

議員（前住孝行）

議長。５番前住。原案賛成。

議長（山根政彦）

原案賛成の方の発言を許します。前住孝行

議員。

議員（前住孝行）

陳情第５号 国民の祝日「海の日」を７月２

０日に固定化する意見書の提出を求める陳情

書について、原案賛成の立場で討論いたしま

す。

海の日が７月２０日であることの意味を初

めて知りました。この日を大切にしたいとい

う気持ちも理解したところであります。

本県選出国会議員石破氏も、この陳情を提

出されている海事振興連盟の副会長として名

前を挙げられていますので、その思いを酌み

原案賛成といたします。

議長（山根政彦）

ほかに、討論はありませんか。

（討論なし）

これをもって討論を終結します。

陳情第５号を採決します。

この採決は、起立によって行います。

陳情第５号を、委員長の報告のとおり不採

択とすることに賛成の方は、ご起立願います。

（起立多数）

起立多数です。

したがって、陳情第５号は不採択とするこ

とに決定しました。

次に、陳情第６号 融雪装置設置のお願いに

関する陳情について、討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

陳情第６号を採決します。

お諮りします。

本件に対する委員長の報告は採択です。

陳情６号は、委員長報告のとおり決するこ

とにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、陳情第６号は委員長報告のと

おり採択とすることに決定しました。

次に、陳情第７号 沖縄を「捨て石」にしな

い安全保障政策を求める意見書の提出を求め

る陳情について、討論はありませんか。

（討論なし）

（中尾・山本安・森田議員退場）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

陳情第７号を採決します。

お諮りします。

本件に対する委員長の報告は不採択です。

陳情第７号は、委員長報告のとおり決する



ことにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、陳情第７号は委員長報告のと

おり不採択とすることに決定しました。

（中尾・山本安・森田議員入場）

次に、請願第８号 日本政府に核兵器禁止条

約の批准を求める意見書の提出を求める請願

について、討論はありませんか。

議員（中尾理明）

はい。８番中尾。賛成討論。

議長（山根政彦）

原案賛成の方の発言を許します。中尾理明

議員。

議員（中尾理明）

私は、請願第８号 日本政府に核兵器禁止条

約の批准を求める意見書の提出を求める請願

について、賛成討論を行います。

核兵器禁止条約は、２０１７年７月７日、

国連会議で国連加盟国の約３分の２に当たる

１２２か国の賛成で採択され、その３年半後

の昨年２０２１年１月２２日、条約発効の条

件となる世界５０か国の国連加盟国がこれを

批准署名したことにより、正式に国際法上初

めて核兵器に悪の烙印が押されました。

核兵器は今や不道徳であるだけでなく、歴

史上初めて、明文上も違法なものとなりまし

た。にもかかわらず、現在アメリカ、ロシア、

イギリス、フランス、中国の保有する核兵器

は、人類を何度も絶滅できる３万発以上にも

達しています。

そのほかイスラエル、インド、パキスタン、

北朝鮮と保有国が広がっています。そんな中、

ロシアはウクライナへの軍事侵略を拡大し、

プーチン大統領、核兵器の使用も辞さないと

威嚇しています。

このような核兵器を使った脅し、威嚇は、

それを禁じたまさに核兵器禁止条約違反です。

ロシアはウクライナへの侵略を中止、撤退せ

よ、核兵器を使用させるなとの世界世論で包

囲することが重要です。また、黙過できない

のは、こうした危機に乗じて自民党安倍元総

理大臣や日本維新の会が核兵器の共有を公言

していることであり、許すことはできません。

日本が今、すべきことは、核兵器をなくす

先頭に立つことです。すなわち唯一の戦争被

爆国である日本政府が、速やかに核兵器禁止

条約を批准することであります。以上、本請

願への賛成討論といたします。

議長（山根政彦）

ほかに討論ありませんか。

（討論なし）

これをもって討論を終結します。

請願第８号を採決します。

この採決は、起立によって行います。

請願第８号を、委員長の報告のとおり不採

択とすることに賛成の方は、ご起立願います。

（起立多数）

起立多数です。

したがって、請願第８号は不採択とするこ

とに決定しました。

次に、陳情第９号 地方財政の充実・強化を

求める陳情について、討論はありませんか。

（討論な）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

陳情第９号を採決します。

お諮りします。

本件に対する委員長の報告は採択です。

陳情第９号は、委員長報告のとおり決する

ことにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、陳情第９号は委員長報告のと

おり採択することに決定しました。

次に、陳情第１０号 消費税インボイス制度



の実施中止を求める陳情について、討論はあ

りませんか。

議員（中尾理明）

８番中尾。賛成討論。

議長（山根政彦）

原案賛成の方の発言を許します。中尾理明

議員。

議員（中尾理明）

私は、陳情第１０号に賛成討論を行います。

国は、２０１９年の消費税増税で 10％と８％

の軽減税率を制度化したことを理由に、イン

ボイス制度、適格請求書等保存方式を２０２

３年１０月よりスタートさせようとしていま

す。

財務省は、この制度により１６０万社がイ

ンボイス登録業者になると予測しております

が、免税業者で年間平均売上げ５５０万円の

業者の平均粗利益率で算出した額の 10％消

費税額が１社当たり１５万４千円と試算して

います。すなわち当該免税業者への１５万４

千円の新たな増税策であると言わなければな

りません。

仮にインボイス登録をしないと免税業者か

らの仕入取引、取引先は消費税額の証明がな

いので、その消費税分の自腹を切ることを避

けるために、免税業者に対し、インボイス登

録を要請するようになり、それに応じなけれ

ば消費税相当分の値引きを求められる可能性

があります。もしくは取引先から一方的に取

引を断られる可能性さえあります。

いずれにしても、経営は困難になり、悪化

すれば廃業に追い込まれる業者が数多く生ま

れてくるのではないかと危惧されています。

私は、これまで弱い立場にある小規模事業

者である免税業者に対して、いわば弱者救済

の施策として定着してきた既存の制度を、大

きく転換する新たな増税策であると考えるも

のです。

このような国による制度改悪は、コロナ禍

で大変な営業努力をされている小規模事業者

へ追い打ちをかけるものであり、まさにダブ

ルパンチであります。

日本経済の発展にとって、末端の小規模事

業者の安定的な経営が確保されてこそ、日本

経済は成り立っているものと考えます。それ

に逆行する小規模事業者の経営基盤を揺るが

すインボイス制度は、直ちに中止すべきであ

ります。以上で賛成討論を終わります。

議長（山根政彦）

ほかに討論はありませんか。反対、賛成。

議員（山本安雄）

原案反対です。原案反対。４番山本です。

議長（山根政彦）

原案反対の方の発言を許します。山本安雄

議員。

議員（山本安雄）

本来、納税義務というのは国民全員にもあ

りますし、それぞれの事業主にも本来あるも

のです。納税は公平・公正にするものであり、

この制度を中止することには反対いたします。

ただ、町内におけるいろんな影響という部

分につきましては、町の経済という観点から、

また別のところで議論する必要があるのでは

ないか。以上の観点から原案に反対いたしま

す。

議長（山根政彦）

ほかに、討論はありませんか。

（討論なし）

これをもって討論を終結します。

（前住議員退場）

陳情第１０号を採決します。

この採決は、起立によって行います。



陳情第１０号を、委員長報告のとおり不採

択とすることに賛成の方はご起立願います。

（起立多数）

起立多数です。

したがって、陳情第１０号は不採択とする

ことに決定しました。

（前住議員 入場）

日程第１６

議員提出議案第５号 若桜町議会委員会条

例の一部改正について、を議題とします。

趣旨説明を求めます。川上守議員。

議員（川上守）

議員定数議案第５号 若桜町議会委員会条

例の一部改正について。

別紙のとおり、若桜町議会委員会条例の一

部を改正することについて、地方自治法第１

１２条及び若桜町議会会議規則第１４条の規

定により提出をします。

令和４年６月１７日、提出者、若桜町議会

議員 川上守、賛成者、若桜町議会議員 小林

誠、同じく山本晴隆、同じく梶原明。

若桜町議会委員会条例の一部を改正する条

例であります。

提出の理由につきましては、若桜町課設置

条例の一部が改正されることにより、所要の

改正を行うものであります。施行日は令和４

年７月１日からです。よろしくお願いいたし

ます。

議長（山根政彦）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議員提出議案第５号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議員提出議案第５号は原案の

とおり可決されました。

日程第１７

議員提出議案第６号 地方財政の充実・強化

を求める意見書を議題とします。

趣旨説明を求めます。山本晴隆議員。

議員（山本晴隆）

議員提出議案第６号 地方財政の充実・強化

を求める意見書。

上記の意見書を別紙のとおり若桜町議会会

議規則第１４条の規定により提出する。

令和４年６月１７日提出。提出者 若桜町議

会議員 山本晴隆、賛成者 若桜町議会議員川

上守、同じく山根政彦、同じく中尾理明、同

じく前住孝行、同じく小林誠、同じく山本安

雄、同じく梶原明、同じく森田二郎、同じく

谷口貴。

地方財政の充実・強化を求める意見書（案）、

今、地方公共団体には急激な少子・高齢化の

進展に伴う子育て、医療・介護など、社会保

障制度の整備、また人口減少下における地域

活性化対策、脱炭素化をめざした環境対策、

あるいは行政のデジタル化推進など、より新

しく、かつ極めて多岐にわたる役割が求めら

れつつあります。

しかし、現実に地域公共サービスを担う人

材は不足しており、疲弊する職場実態にある

中、新型コロナウイルス、また近年多発して

いる大規模災害への対応も迫られています。

これらに対応するための地方財政について、

政府は「骨太方針２０２１」において、２０

２１年度の地方一般財源水準を２０２４年度



までに確保するとしていますが、それをもっ

て増大する行政需要に十分対応し得るのか大

きな不安が残されています。

このため２０２３年度の政府予算と地方財

政の検討に当たっては、コロナ禍への対応も

勘案しながら歳入歳出を的確に見積もり、地

方財政の確立を目指すよう以下の事項の実現

を求めます。

記の文章は長文でありますため、割愛させ

ていただきます。

以上、地方自治法第９９条の規定により、

意見書を提出する。

令和４年６月１７日、鳥取県若桜町議会。

内閣総理大臣様、総務大臣様、財務大臣様、

厚生労働大臣様、内閣府特命担当大臣（地方

創生）様、内閣府特命担当大臣（経済財政政

策担当様）、衆議院議長様、参議院議長様。

以上でございます。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

議長（山根政彦）

これより質疑に入ります。

質疑はありませんか。

（質疑なし）

質疑なしと認めます。

質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（討論なし）

討論なしと認めます。

討論を終結します。

議員提出議案第６号を採決します。

お諮りします。

本案は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議員提出議案第６号は原案の

とおり可決されました。

日程第１２

人権擁護委員候補者の推薦について、を審

議します。

町長から、若桜町大字須澄〇〇番地 福山薫

さん、昭和〇〇年〇〇月〇〇日生まれと、若

桜町大字高野〇〇番地 徳田考重さん、昭和〇

〇年〇〇月〇〇日生まれと、若桜町大字若桜

〇〇番地 森田眞由美さん、昭和〇〇年〇〇月

〇〇日生まれを、人権擁護委員の候補者とし

て推薦することにあたり、人権擁護委員法第

６条第３項の規定により、議会に意見を求め

られています。

お諮りします。

ただいまの３名について、人権擁護委員候

補者の推薦にあたり、求められている意見を

「適任」とすることにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、本件に関する議会の意見は人

権擁護委員候補者の推薦にあたり、求められ

ている意見を「適任」とすることに決定しま

した。

日程第１９

「閉会中の継続調査について」を議題とし

ます。

総務産業教育民生常任委員会及び議会運営

委員会並びに各特別委員会から、会議規則第

７５条の規定により、お手元に配布しました

申出のとおり、閉会中の継続調査の申出があ

ります。

お諮りします。

各委員会申出のとおり、閉会中の継続調査

とすることにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、各委員会から申出のとおり、

閉会中の継続調査とすることに決定しました。

日程第２０

「議員派遣の件」を議題とします。

お諮りします。

議員派遣については、会議規則第１２７条



の規定によって、お手元に配布しました議員

派遣の件のとおりとしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認めます。

したがって、議員派遣の件については原案

のとおり決定しました。

これで、本日の日程は全部終了しました。

会議を閉じます。

令和４年第３回若桜町議会定例会を閉会し

ます。

ご苦労さまでした。

   午前１０時５０分  閉 会


